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６年生を送る会 
今年度の６年生を送る会は、新型コロナウイルス感染症対策のために、各学級でビデオメッセ

ージを作成し、赤団・黄団・青団ごとにＤＶＤにまとめて、６年生に視聴してもらう鑑賞会として

２月２６日（金）に実施しました。１年生から５年生までが、お世話になった憧れの６年生のため

に、踊ったり、演奏したりして、感謝のメッセージを伝えました。６年生は、下級生一人一人の心

のこもったメッセージを楽しみながら、小学校卒業の寂しさを感じていたようでした。６年生か

らは気合のこもったソーラン節とそれぞれの学年にメッセージが送られました。全校の子どもた

ちが、それぞれの形で思いを伝えられたことに、この１年の大きな成長とたくましさを感じまし

た。素晴らしいこどもたちです。今後の成長がとても楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

＜１年生「あたらしいあしたへ」＞         ＜２年生「こぐまの二月」＞ 

＜６年生「ソーラン節」＞                     ＜３年生「ハンドクラップ」＞ 

＜４年生「茶色のこびん」＞                 ＜６年生「ソーラン節」＞ 

＜６年生「ソーラン節」＞                    ＜５年生「似顔絵クイズ」＞ 



【６年生を送る会】 

＜６年生＞ 私は、６年生を送る会をやってもらう側になって思ったことは２つあります。１つ目

は、やってもらう側になり、本当にもう少ししかいられないんだなと思いました。１階にかざってある

みんなからのメッセージをよみ、うれしかったけれども少しさみしくなりました。また、１年生の出し

物が少しなつかしくて、また、八小から別の学校に行ってしまった先生に会いたくなったなど、今まで

の担任の先生に改めて感謝したいです。２つ目は、５年生のみんなの似顔絵がおもしろくて、似てい

て、クラスをもりあげてくれてすごくうれしかったです。自分の似顔絵も上手に描いてくれ、うれしか

ったです。自分が、やられる側になると、もう少しで卒業してしまうんだなと思いました。残りの小学

校生活も、第八小学校に、八小生に、先生に感謝したいです。 

＜５年生＞ 今年はコロナのせいで、ビデオで６年生を送る会を見た。６年生の最後の言葉で泣き

そうになった。でも、ビデオを見ながら、笑っていた場面もあったので、楽しく６年生を送れたと思っ

た。 

 

３月の朝会・ありがとう集会 
３月３日（水）朝会と「ありがとう集会」を放送で行いました。校長からは、

「友だちと協力して、笑顔で今年度の学級が終わりになるように、やさしい心

で生活しよう」という話をしました。「ありがとう集会」は、日頃、お世話に

なっている交通補導員の皆様、見守りボランティアの皆様、図書を寄付し  ＜発表者＞ 

てくださった皆様へ、子どもたちが感謝の気持ちを伝える会です。今年は、代表の子どもたちが

感謝の手紙を放送で発表し、後日手紙を渡すことにしました。ボランティアの皆様、子どもたち

のために、ありがとうございます。今後ともどうぞよろしくお願いします。 

【感謝の手紙】 

＜６年生＞ 本を第八小学校へ寄付してくださり、ありがとうございます。寄付してくださった本

は、どれも素晴らしいものばかりです。そう思ったのは、寄付してくださる本は、おもしろい内容であ

ったり、怖い内容だったり様々になっているからです。だから、どの学年の人でも読みやすいんじゃな

いかと思っています。小学校生活が最後なので、寄付してくださった本をたくさん読んでいきたいな

と思いました。 

＜４年生 毎日、私たちの下校を見守ってくれてありがとうございます。帰る時に「おかえり」と

言ってくれて安心します。暑い日も寒い日も、危険な車から、はたふりやあいさつをしてくれて、学童

や家まで事故にあわずに帰れたのは、ボランティアの方々のおかげだと思います。友だちも私も、いつ

事故にあうかわからない中、私たちの下校を見ていてくれて、ボランティアの人たちは、やさしいなと

思いました。そして、人に気がるにあいさつをできるようになりました。ボランティア以外の人たちに

も笑顔であいさつできると心がすっきりします。これからもがんばってください。 

＜２年生＞ どうろをあんぜんにわたらせてくれてありがとうございます。これからはちゃんと、自

分たちにできることやいろいろ考えて、とう校するようにします。交通しどういんさんもがんばって

ください。   

子どものための５０のルール！   

【３０ 物を大切にしよう】 

学校にある教材、遊具、机、椅子、水道など、みんなで使うものは大切にしよう。 

  物を大切にできる人は、人にもやさしくできるようになります。 


